
   

 

 

（第２号様式）   
令和５年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立藤沢清流学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（12月 15日他実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①単位制の利点
をいかして、適
切な教育課程の
編成とカリキュ
ラム・マネジメ
ントに学校全体
で取り組む。 
②主体的・対話
的で深い学びや
探究活動が進む
よう組織的な授
業改善と研究開
発に取り組む。 

①多様な入学動
機や進路希望、
学習経験を持つ
生徒が、新旧そ
れぞれの教育課
程で学ぶことに
より、進路実現
が実るよう、組
織的に学習支援
を行う。 
②生徒が深く学
べ、新しい時代
に求められる資
質・能力の育成
を目指し、学び
の質を支える目
的で授業研究を
行う。 
③一人一台ＰＣ
の活用を促進す
る。 

①選択科目説明
会や予備調査・
本調査に至るま
での指導に重点
を置き、個々の
生徒にあった履
修指導ができる
よう、学年、所
掌グループが連
携し行っていく
｡ 
②研究授業を実
施しながらアク
ティブ・ラーニ
ングによる授業
をより進化させ
深い学びの実践
を強化する。 
②生徒に対し、
探究心や実践力
を身につけさ
せ､変化の大き
い社会で対応で
きる能力を育成
するため、「全
員発揮のリーダ
ーシップ教育」
をより研究し、
実践する。 
③一人一台ＰＣ
の活用率を上げ
るための職員研
修を行う。 

①生徒の進路志
望に対応した科
目履修ができた
か。また、適切
な時間割編成が
できたか。 
 
②教科、科目を
超えて活発な情
報交換ができ、
生徒による授業
評価の授業に対
する満足度の数
値 が 上 が っ た
か。 
②生徒が自分の
意見を確立して
いく中で、他者
の意見にも耳を
傾け､総合的に
「困難な状況」
に対応できる能
力を育成するこ
とができたか｡ 
③一人一台ＰＣ
の活用を促進す
るための職員研
修や授業研修を
行ったか｡また､
生徒の活用率が
上がったか｡ 

①選択科目説明会
やカウンセリング
週間での三者面談
などを通じて、10
月末で生徒一人ひ
とりに対応した科
目選択を確定し、
時間割作成に着手
した。 
②21世紀型リーダ
ーシップの有用性
について職員研修
で理解を深めた。
また、生徒は SDG
ｓをテーマに、リ
ーダーシップ最小
三行動を確認し、
「権限によらない
リーダーシップの
発揮」について学
んだ。 
②「思考力・判断

力・表現力を育成す

るアクティブ・ラー

ニングの授業」とい

うテーマで、国語・

数学・家庭科・リー

ダーシップ開発の授

業で研究授業・研究

協議を行った。ま

た、全職員が同テー

マで、実験授業を行

い、検証した。 

③職員向けに資料
を配信して研修を
行った。 

①生徒の選択科目の
組合せと非常勤講師
などの希望勤務時間
を調整し、１月末ま
でに時間割一次案を
作成する。 
②21世紀型リーダ
ーシップをどのよう
に教科指導に結び付
けるかまだ十分に具
体化できていないの
で、さらに研修を積
み重ねる必要があ
る。アクティブ・ラ
ーニングによる授業
にリーダーシップ発
揮をリンクさせ、生
徒があらゆる機会で
活用できるよう推進
を図る必要がある。 
②全教員が提出し
た実験授業の報告
書を共有し、授業
改善に生かす。さ
らに後期の授業評
価を総括し、次年
度のテーマを導き
出していくように
する。 
③１年次では、ほ
ぼすべての教科・
科目でＰＣを活用
した。２・３年次
も総合やキャリア
で活用した。 

・カリキュラムの変更で 1
年次と他の学年で科目が異
なり苦労された。 
・90分で定着したアクテ
ィブラーニングを 50分で
対応されている。 
・生徒が自分たちで選んだ
授業ということで自ら主体
的に取り組んでいる。 
・「公共」は社会人として
社会に対する貢献・義務を
学ぶ場では、政治的なタブ
ーがあるとはいえ、政治参
加教育は必要。自ら考え議
論するアクティブラーニン
グは意味があって重要。 
・アクティブラーニングは
先進的な取組である。指定
が外れて、さらに自由な研
究ができるのではないか。 
・歴史総合など、昔ながら
の暗記ではなく、生きた歴
史を教えていると感じた。 
・わからない生徒に対して
は先生が個別に丁寧に指導
していた。 
・リーダーシップ開発の生
徒が大清水中学で授業を行
い、中学生にも好評であっ
た。 
・一人一台ＰＣに先生たち
も慣れてきて、活用の工夫
が行われている。 

①生徒の選択希望を踏まえた時
間割一次案を予定通り１月末ま
でに作成することができた。 
年度末までに、単位認定会議で
の生徒の履修・修得結果や教員
の人事調整を踏まえて時間割を
確定するとともに、クラス編成
をする。 
②各教科の研究の結果、アク
ティブラーニングによるグル
ープワーク、一人 1台端末を
利用したプレゼンテーション
等、教員の工夫で生徒の主体
性を持った思考力・判断力・
表現力の育成を行うことがで
きた。 
教員の支援をどの程度行い、
生徒の主体性や知識の定着に
結び付けていくかが今後の課
題である。 
②21世紀型リーダーシップは
「リーダーシップ開発」など
特定の科目においては大きな
成果を上げている一方、他の
科目においては、学校全体で
組織的に取り組む姿勢がまだ
不足しているように思われ
る。ここ数年の教職員の異動
の影響もあるかとは思うが、
研修の回数や内容の工夫等で
改善を図っていく必要があ
る。 
③すべての教科で一人一台Ｐ
Ｃの活用ができた。 

①新旧それぞれの教育課程で
学ぶ生徒一人ひとりの進路実
現に向けた科目履修・修得に
向けた学習支援を行う。 
スムーズな時間割編成をする
ため、時間割作成ソフトの活
用方法などを検討していく。 
②アクティブラーニング型
授業に、本校の特色である
リーダーシップ教育をさら
に強く結びつけて、より主
体的な学びを実現させてい
くようにしていきたい。 
②21世紀型リーダーシップ
については、教員研修の回
数を増やし、授業、行事、
部活動等様々な場面での具
体的な活用方法を習得でき
るよう、内容面で工夫する
必要がある。併せて、生徒
対象の研修も継続して実施
する。 
③一人一台ＰＣの活用につ
いては、引き続き新たな可
能性を探っていくことが求
められる。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①部活動の充実
を学校全体で支
え、部活動を通
じて豊かな人間
性や社会性を培
う。 
 
 
 
②組織的な生徒
指導・支援体制
を充実させ、生
徒一人ひとりに
きめ細かく対応
する。 

①部活動の充実
を学校の特色と
位置づけ、生徒
の部活動に対す
る意識をより向
上させるため
に、顧問の指導
力の向上と、生
徒の部活動加入
率を上げる 
②服装・頭髪指
導、交通安全指
導を組織的に行
い、生徒の生活
習慣の確立や問

①試合やコンク
ール等の結果だ
けにとらわれず
、生徒の日々の
充実感を意識し
て、指導する。
また、夏休みの
部活動紹介イベ
ントで、再度加
入促進を図り、
部活動加入率80
％を目指す。 
②職員の情報共
有、共通理解、
統一指導を実現
する。 

①日々の活動の
充実感を生徒は
感じることがで
きたか。また、
部活動加入率が
80％を超えたか
。 
②服装・頭髪の
指導件数が減少
したか。また、
交通安全指導な
どを行った結果
、交通事故の減
少や生徒のマナ
ーの向上が図ら
れたか。 

①５月現在の入部
率は 75％であった
が、本年度はその
後の退部者が多く
みられた。 
②職員間での情報
共有、共通理解、
統一指導の展開に
より、指導件数の
減少、交通事故の
減少や生徒のマナ
ーの向上へと繋が
った。 

①１年次に対し
て、新年度になる
前の再入部を勧め
る。そのための、
ポスター掲示やホ
ームルームでの働
きかけを行う。 
②今後も常に職員
間の情報共有・共
通理解、統一指導
の展開を図り、生
徒一人ひとりにき
め細かく対応しな
がら、問題行動の
未然防止、生徒の

・部活が盛んで、成果もあ
げている。 
・部活動の生徒が、小学校
に来てくれたことも非常に
良かった。他年齢の交流は
貴重である。 
・生徒が、よくあいさつを
し、親切である。 
・自転車通学で危険な場面
や、防犯上の課題もある。
三校で情報共有をしたい。 

①本年の部活入部率は、目標
を 10％下回った。部活により
人気の偏りがあり、夏休み前
の退部者が増加した。 
②職員間での共通理解と協力
のもと、服装頭髪等における
統一した指導の展開を図るこ
とができ、指導件数も減少し
た。しかし、学校生活におけ
る問題行動が多少増加した。 

①４月の新入生の入部勧誘
と、夏休みの中学生向けの
「部活動見学会」に校内生
徒で部活動を離れた生徒の
参加を促し、入部率の向上
を図りたい。 
②今後も常に職員間の情報
共有・共通理解、統一指導
の展開を図り、校内外の巡
回指導の強化を図り、生徒
一人ひとりにきめ細かく対
応しながら、問題行動の未
然防止、生徒の生活習慣の
確立に努める。 



 

   

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（12月 15日他実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

題行動の未然防
止に取組む。 

生活習慣の確立に
努める。 

３ 進路指導・支援 

①キャリア教育
を通じて自らの
課題に前向きに
取り組む生徒の
育成を図る。 
②生徒の進路希
望実現に向けて
きめ細かな支援
を組織的に行
う。 
 

①総合的な探究
の時間において
各教科・科目が
連携して組織的
なキャリア教育
を実践する。 
②進路実現に向
け生徒が主体的
に学力向上に取
組み、自ら進路
実現を達成す
る。 
 

①生徒対象の進
路説明会や年次
行事、キャリア
ガイダンス等を
通して、進路実
現に向けた意識
付けを行う。 
②外部試験の導
入と活用により
主体的な学びを
伸長するととも
に、オンライン
によるポートフ
ォリオを作成す
る。 

①進学希望生徒
の90％以上、就
職 希 望 生 徒 の
100％が希望通
り進路実現がで
きたか。 
②外部試験の結
果を学習習慣に
繋げられたか。
１年次では電子
データで、２年
次ではファイル
でポートフォリ
オを作成するこ
とができたか。 

①外部講師を活用
したガイダンスに
より、生徒の進路
に向けてのモチベ
ーションが高まる
よい機会となっ
た。 
②１年次の外部試
験は英語四技能育
成に有効であっ
た。一方、オンラ
インによるポート
フォリオは、生徒
が必要なタイミン
グで入力できる一
方、教員側が促さ
ないとなかなか成
果を記録しない実
態も窺えた。 

①外部講師による
ガイダンスは今後
回数を増やし、さ
らに充実させた
い。 
②校内だけでなく
校外で実施された
検定試験にも、今
後積極的に参加す
るよう生徒に促
す。オンラインに
よるポートフォリ
オでは、生徒が一
斉に取り組む機会
を増やし、キャリ
ア形成に対して一
層の意識啓発を図
る必要がある。 
 

・外部試験の導入を評価す
る。英検なども、学校でも
っと進めて欲しい。 
・大学入試で技能審査をポ
イント化しているところも
あるので参考にして欲し
い。 

①外部講師を招いてのキャリ
アガイダンスや、大学等の教
員による動画視聴により、生
徒の進路意識がより具体化さ
れ、主体的に行動する生徒が
増えている。今後は、生徒一
人ひとりが将来の学問内容に
向けて、総合的な探究の時間
における探究のテーマと紐付
けることで、主体的かつ深い
学びが進むよう支援する必要
がある。 
②英語の外部検定は大学入試
も意識しながら、生徒の意欲
を高めるため継続する。オン
ラインでのポートフォリオ作
成は、生徒任せでは、なかな
か進まなかった。 

①総合的な探究の時間での
学習活動を３年間の枠組み
としてどのように展開して
いくべきか、ＬＨＲの年間
計画と絡めながら、再度検
討する必要がある。 
②外部検定試験について
は、これまで以上に生徒に
受験案内の機会を増やし、
意識の啓発を図る。ポート
フォリオについても、高校
卒業後の進路だけでなく、
自身のキャリア形成とも深
く関わっていることを生徒
に理解させ、主体的に取り
組むよう粘り強く指導して
いく必要がある。 

４ 地域等との協働 

①地域との協働
を推進し、地域
とともにある学
校づくりを進め
る。 
②地域貢献活動
などを通じて、
地域と連携した
教育活動を推進
する。 

①学校説明会や
部活動見学を通
じて本校の魅力
と特色を広報す
る。 
②地域貢献活動
や地域イベント
への参加を推進
し、地域との交
流を図る。 

①ポスター配布
や学校説明会を
通じて、地域の
中学校や保護者
に本校の特色を
広報する 
②３校交流の幹
事校として、事
業内容の検討、
調整、実施を図
るとともに、生
徒に奉仕の精神
を養わせる。 

①学校説明会に
参加した中学生
が、本校への志
望に繋げること
ができたか。 
 
②３校交流によ
り、生徒が奉仕
の精神を育み、
積極的に参加す
る姿勢を示すこ
とができたか。 

①学校説明会で
は、生徒会本部、
部活の協力を得て
行った結果、中学
生からの評判が良
かった。 
②コロナの状況が
好転せず、難しい
活動となってい
る。「ひまわり作
業」については、
３年次、エコ委員
会を中心に昨年よ
り成果をあげた。 

①現状で効果的な
方法を生徒の意見
を積極的に取り入
れながら、学校説
明会全体を見直し
ていく。 
 
②来年度に向けて
計画立案と、新校
への引継ぎも念頭
に、行事の精選と
拡充を模索する。 

・「まじめがかっこいい」
を学校説明会で説明してお
り、派手なことを好む生徒
は入学してこないためか、
おちついていて人が良い。 
・コロナのこともあるが、
貴重な機会なので、外であ
れば三校交流をもっと推進
しても良いのではないか。 
 

①学校説明会を 2回、オープ
ンスクール、部活動見学デー
等、毎回、定員を超える申し
込みがあった。別の日にもミ
ニ説明会を設定して、本校の
特色について理解してもらう
ことができた。再編統合に向
けて、どのように本校が変わ
るのかを伝えることが必要で
ある。 
②「ひまわりの作業」のみの
実施であった。社会状況に応
じた対応を３校の協議で企画
実施したい。 

①本校の新カリキュラムの
内容や再編統合に向けたビ
ジョンに対応した広報の内
容を整理して、わかりやす
く、丁寧に、中学生、保護
者に理解してもらえるよ
う、学校説明会等を企画し
てゆきたい。 
②生徒の活動する場面を、
年次、委員会、部活等で増
やしていきたい。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育環境の整
備に努め、安
全、安心で明る
い学校づくりを
推進する。 
 
②事故・不祥事
防止を徹底す
る。教員の働き
方改革を推進
し、前向きに働
ける職場づくり
に努める。 

①耐震化工事に
伴う校舎の環境
に対応し、工事
後、元の校舎に
戻った際、安全
で衛生的な環境
を持続するよう
にする。 
②事故・不祥事
防止に向けた取
り組みを行う。
また、閉庁日を
５日以上設定
し、働き方改革
を推進してい
く。 

①日常の清掃活
動や整理整頓を
持続的に行える
ようにする。ま
た、備品や消耗
品の適切な管理
を日頃より行う
。 
②職場内の情報
共有を心がけ、
風通しの良い職
場環境の整備を
図る。事故・不
祥事の未然防止
のため、組織的
に業務にあたる
。 
②閉庁日を設置
し、教職員の心
身の健康増進に
図る。 

①備品や教材が
適切に管理され
た上で円滑に活
用され、それに
より生徒の学習
効果が上がった
か。 
①清掃活動や整
理整頓が日常的
に行われたか。 
②情報共有を行
った上で、報告
・連絡・相談が
素早くでき、事
故や不祥事を未
然に防げたか。 
②閉庁日を設置
し、教職員の心
身の健康増進に
繫げることがで
きたか 

①清掃計画・清掃
分担通りに行っ
た。さらに行事・
試験・長期休業前
後の掃除・整頓に
も努めた。 
②事故につながり
かねない事案や生
徒の安全安心に係
ることについて、
徹底した情報共有
ができた。 
②閉庁日を５日間
設置でき、職員の
心身の健康増進に
資することができ
た。 

①授業が毎日７時
間目まであり、放
課後の清掃が困難
な箇所が多数存在
している。 
 
②定期的に事故・
不祥事防止会議を
行うとともに、事
案が起きる度、全
体での情報共有を
引き続き行ってい
く。 
②閉庁日を完全実
施するとともに、
職員の働き方改革
について冊子を配
布して啓発を来年
度も行っていく。 

・耐震工事が終わり、教室
が明るくなり、生徒が生き
生きと教育活動を行ってい
る。 
・生徒個人情報の範囲や試
験の実施など、ヒヤリハッ
トの事例に遭遇した都度、
事故不祥事防止会議を開催
し、情報共有と啓発に努め
ることができた。 
・閉庁日を完全実施でき
た。 
・長時間労働の職員につい
ては、原因を突き止め業務
改善を図ることが、産業医
のミッションである。 
 

①適切な備品・消耗品の管理
により、校舎移動がスムーズ
に行われ、学校活動が円滑に
実施できた。また、生徒の学
習効果を上げるため私費によ
りＨＲ教室等に遮光カーテン
を設置した。 
②清掃活動が充分に行うこと
ができない箇所があった。 
②定期的な事故・不祥事防止
会議により、安心安全な教育
活動を行うことができた。 
②閉庁日を実施し、所属のス
トレスチェック結果も良好で
あった。 

①清掃活動の徹底には、授
業時間の検討、テストや行
事の前には放課後ではな
く、清掃時間の確保が必要
である。 
 
 
②引き続き不祥事ゼロプロ
グラムを策定し、事故。不
祥事防止に取り組んでい
く。 
②一部、長時間労働の職員
については業務改善を図る
必要がある。 

 


